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２．労働組合の立場から見た労働者派遣の
　　課題と法改正の意義
連合 総合労働局・総合局長　新　谷　信　幸 
　こんにちは。ただいまご紹介いただきました、連合で雇用政策と労働法制を担当しています新谷
と申します。よろしくお願いいたします。
　まず、先ほどの鈴木先生のご紹介にもありましたように、私は昨年の10月に連合に着任しました
が、それ以前は電機連合という電機産業の産業別労働組合にいました。もともとメーカーの管理部
門で仕事をしていまして、機会がありまして労働組合に出て、今労働組合の専従二十数年という状
況です。電機連合の時代には主にシンクタンクの仕事をしていまして、調査や研究会などの仕事を
担当していましたが、在任の後半は労働組合をつくるという仕事、いわゆる組織化も担当していま
した。今日も私の話の中で触れさせていただきますが、在任中に派遣会社の労働組合を二つほど結
成させていただきました。ゼロから労働組合を作りました。きょうはその辺も含めてお話ができれ
ばと思っています。
　連合総研の研究会で実は鈴木先生にご指導頂いておりまして、今日のフォーラムは、こういう機
会があるから話をせよというご指示がありまして、こういう機会を与えていただきました。連合の
考え方をぜひ皆さんにお伝えしたいと思って参上した次第です。
　それでは、私のほうは労働組合という立場から見まして、今の労働者派遣についてその課題と法
改正の今回の意義についてお話しさせていただきます。
　まず、労働者派遣が置かれている課題について、労働組合としての課題をご紹介したいのですが、
資料最初のグラフは今年の夏に出ました厚生労働省の雇用政策研究会から抜いてきましたが、実は
リーマンショックで一体何が起こったか。雇用調整の仕組みが従来と大きく変わっていることを、
まずご紹介したかったわけです。2002年、2003年には、主に希望退職という形で雇用調整が進みま
したが、2008年以降は、派遣労働者の削減という形で雇用調整が行われました。これは非常に顕著
な違いです。（シート2）
　この需要変動が起こったときに労働者の雇用を調整するということですが、需要変動に対して使
用者、経営者側は、経営判断としてどういう調整を行うか判断するわけですが、雇用変動リスクを
今回の場合は派遣労働者がすべて―すべてとは言いませんが、かなりの部分で負っているといこ
とを、まずご紹介しておきたいと思います。
　それと、リーマンショックで起こったことについては、一度整理をしなければいけないのではな
いかと思っています。（シート3）派遣法は1985年に成立してから25年の歴史があるわけですが、こ
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れまでの労働者派遣が持っていた課題が、リーマンショックによって一挙に社会問題となってあら
われたのではないかと思っています。リーマンショック以前から、派遣をめぐっての課題は、資料
に書いてありますように雇用の不安定さ、賃金の低さ、労働現場への影響、あと日雇い派遣も随分
課題になっていました。あるいは「製造派遣2009年問題」という、製造派遣の現場で派遣期間3年
を迎えるに当たって、直接雇用の申し込みをしないといけないという問題がありましたが、こういっ
た問題が全部リーマンショックによって違う問題になってあらわれてきたということです。
　それは、働く職場と住居が一緒になくなってしまう。特にこれは先ほど島田先生のご報告にあり
ましたように、製造派遣で顕著に起こったわけですが、まずこの問題があります。
　それと、「多様な働き方」ということが随分世の中で喧伝されまして、これは非常に美化されて
伝わっているのではないかと懸念していまして、特に派遣なんかでも、「ハケンの品格」というテ
レビドラマがあって、派遣というのはいいなと若者に夢と希望を与えてしまったのではないか思い
ます。ところがリーマンショックで起こった派遣に関わる問題は非常に深刻な問題が起こったわけ
で、その辺に対する反省も必要ではないかと思っています。
　それと、派遣労働者は特に社会的なセーフティーネットがやはり不備であった、特に失業に対す
る第一のネットである雇用保険が有効に機能しなかったというので、これも重要な問題として出て
きています。
　それと、使用責任のあいまいさです。これは先ほどありましたように、特に登録型の方に対する
派遣切りは、本当に有期の労働契約期間中にも関わらず解雇するという問題が非常に多く出てきた
わけです。この辺の使用者責任が一体どうなっているのかというところの問題があります。
　やはりこれからなすべきことは、持続可能な働き方を実現しなければならない。そういった観点
からこの法制度について考えていかなければならないと思っています。
　それで、私の個人的な分類ですが、派遣、派遣と我々は呼んでいますが、派遣といっても十把一
からげにからげて見るわけにはいかないと私は思っていまして、派遣というのは私の分類では、大
きく三つの分類でとらえる必要があると思っています。（シート4）
　一つはエンジニア派遣というカテゴリー、もう一つは事務派遣というカテゴリー、それともう一
つは製造業務派遣というカテゴリーと思っていまして、それぞれ派遣は要素や課題が違っています。
特にエンジニア派遣の場合、メイテックやアルプス技研という大きな会社がありますが、ここはほ
とんどが派遣会社、派遣元との労働契約関係でいきますと、期間の定めのない雇用が中心です。こ
このビジネスモデルは、そういう無期雇用のいわゆる正社員、派遣会社としての正社員を教育して
スキルアップすることによって、派遣労働というのは労働者のスキルが商品ですから、その労働力
の商品の価値を高めるために、教育体系が非常にしっかりしています。非常に細かなキャリアアッ
プのプログラムが組まれていまして、それによって労働力の価値を高めて、お客さんとの契約の中
で契約単価を上げていく。こういうビジネスモデルがエンジニア派遣です。
　実はメイテックという会社は、私の出身の電機連合に加盟していまして、ここには立派な企業内
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労働組合がありますし、冒頭に私が申しました組合をつくったというのは、このアルプス技研とい
う2番手グループの会社ですが、ここも3,000人ぐらいの組合で、結成委員会のメンバーと一緒に全
国を回って企業内労働組合をつくりました。
　もう一つのカテゴリーが、事務派遣というカテゴリーです。この事務派遣は、きょうもアデコさ
んが来られていますが、一般事務や26業務のうちの事務用機器操作、ファイリングなどを中心とす
る派遣会社ですが、女性労働者が多くて、ほとんどといっていいぐらい登録型の方々で、常用型の
方がほとんどおられない業界だと思っています。エンジニア派遣は余り大きな業界団体ではありま
せんが、事務派遣の業界団体は、ここが一番しっかりしていますが、日本人材派遣協会という大き
な業界団体があります。ただ、一番大きなこの業界団体も派遣会社が数万社と言われている中で、
業界団体に入っている会社が非常に少ない、要するに業界団体を通じた業界の育成や事業会社の育
成がうまく機能しないという問題があります。
　もう一つのカテゴリーは製造業務の派遣です。ここは日総工産、アウトソーシングと書いていま
すが、このアウトソーシングという会社も電機連合時代に企業内労働組合を作りました。多分、製
造派遣で企業内組合としてゼロから労働組合を立ち上げたのは、アウトソーシングが第１号だと
思っています。労働組合の結成については、後ほど述べたいと思っています。この製造業務派遣に
ついては、実は日本生産技能労務協会という業界団体がありますが、これも加盟している会社が少
なくて、業界団体を通じた会社の健全化、業界の健全化が課題だと思っています。
　次に、連合に寄せられた派遣の実態をご紹介します。先ほどの「ハケンの品格」というドラマと
違って、現実はかなり厳しい状況が寄せられています。私ども連合には全国47都道府県に地方連合
会を設置していまして、そこに「なんでも労働相談ダイヤル」というフリーダイヤルの相談コーナー
を設置しています。資料はそこに寄せられた事例の一部を持ってきました。（シート5）
　やはり契約期間中に途中で解雇される。それで次の派遣先を紹介してくれと言っても、それはだ
めだ、無理だという派遣会社の対応。あと私どもの構成組織でありますUIゼンセン同盟のアンケー
トにも、「経済的に苦しい、生活費を賄える収入がない」、派遣は多くの場合は通勤費が出ませんの
で、「通勤費を出してほしい」。それと派遣は実はボーナスという制度自体がほとんどありません。
派遣元と先の派遣契約の中に、例えば12月と6月にボーナスを出すという派遣契約はほとんどあり
ませんので、ボーナスはほとんど支給されない。それと、私が関わって結局、労働組合が結成でき
なかった会社なんかですと、出張旅費についても本当に交通費の実費しか出ない。いわゆる普通の
民間企業ですと、1日1,000円とか2,000円の日当が出るのが普通ですが、その会社なんかですと交通
費実費と宿泊のホテル代実費だけというような状況で、福利厚生といいますか、業務に必要な部分
についても本当に切り詰めて運用されていると思っています。あと私どもの構成組織である全国ユ
ニオンにも「ボーナスも出ないし、結婚もできない」といった切実な声が寄せられています。（シー
ト6）
　2008年秋口以降に起こりました、いわゆる派遣切りについて少し振り返ってみたいと思います。
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最近は、余り派遣切りの問題や労働者派遣の問題は新聞にも露出しませんが、一体何が起こったの
かもう一度振り返ってみたいのです。資料は厚労省のデータですが、右の下のほうに、労働契約期
間中に解除された6万1000人のうち、解雇が86％もありました。契約の期間中の解雇されたという
のが、実は派遣切りの実態でした。
　また、最近も派遣業界の大手でも、都道府県労働局から業務改善命令をたくさん受けています。
（シート7）実は業界の健全化を考えたときに、違反会社の実名を公表したほうがいいと思いますが、
資料は別に秘密のデータでもなくて、厚生労働省がこの春に「人材サービス総合サイト」というの
を公開していまして、これは関心があれば一度ごらんいただくとおもしろいデータがいっぱい載っ
ていますが、その中に実名入りで業務改善命令を受けた事例が公表されています。資料は直近の2
年のうち大手だけ抜いてきましたが、業務改善命令をたくさん受けています。二重派遣という違反
や、禁止業務の港湾関係への派遣などです。不当、違法に派遣しているなど、言い逃れできないよ
うな違法な派遣をやっています。
　あとは26業務の関係の違反ではたくさんありますが、もともと派遣法というのは職業安定法の44
条の例外規定として、雇用と使用を分離することを例外的に認めてつくられた法律ですから、これ
は違反をしてはいけないという大前提に立って事業の運営をしていただかないといけないのです
が、こういった違反がたくさん見られて残念なことになっています。
　派遣労働者については、実はキャリアがなかなか評価されないという実態があります。派遣でキャ
リアアップとか、これも多様な働き方という美名の下でいわれていますが、実は派遣のキャリアは
ほとんど評価されていないという実態です。派遣労働者の年齢別のカーブを見てもらってもわかり
ますが、派遣労働者の賃金はなかなか年齢とともに上昇することにない実態にあるということです。
（シート8）
　また、直接、派遣だけがということではありませんが、非正規労働者と正規労働者の社会的な問
題として、非正規労働者全体で見ると、実は扶養家族のいる方、配偶者の割合、有配偶者の比率が
非正規労働者は非常に低い。また、教育訓練の実施状況についても、やはり派遣労働者は低くなっ
ています。（シート9）
　派遣法の歴史をロングレンジで見たときに、これは規制緩和の歴史ですが、労働市場の規制緩和
がずっと行われてきまして、特に自公政権、小泉内閣のときに構造改革と言われ、労働市場も改革
するということで、事前規制から事後チェックへということで規制が緩和されましたが、派遣につ
いてはその事後チェックもうまくいってない状況にあったと思っています。（シート10）
　特に2001年に出た規制改革の方針では派遣労働者の拡大等々、解雇の金銭解決についても導入と
か、こういうことが政権下では決定されていた。立法過程においても、やはり政治、特に政府のほ
うから経済財政諮問会での決定ということで、公労使三者構成委員会である労働政策審議会に対し
て諮問・答申という形で、これを諮問してほしい、例えば労働者派遣法をこう改正することを検討
してほしいと厚労大臣からの諮問という形でおりてくる。通常は、こういう社会的な問題があった
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ときに、公労使三者構成で審議をして、大臣に建議をする、上げていくというスタイルですが、こ
れは政治主導で規制改革会議や経済財政諮問会議の中で決まったから、これを諮問・答申でやって
くれと、こういう形の法改正のスタイルだったと思います。
　派遣法の歴史は、先ほども島田先生からお話がありました、また後から出てくるかもしれません
が、特に今の状況がどうなっているかといいますと、2003年に大改正をされたわけですが、それ以
降について実は派遣法は改正されていません。リーマンショックでああいう問題が起こりましたが、
法的な対応が何もとられていないというのが現在の状況です。2003年にいわゆる製造派遣の解禁な
どの改正がされましたが、実は2008年に自公政権のときに一度派遣法の改正法案が出ましたが、こ
れは2009年夏の国会解散に伴って廃案になっています。今、国会に出ている法案も今臨時国会で継
続審議になっていますので、これを何とか成立させないといけないと思っています。（シート11）
　連合が派遣法に対してこれまでどういうスタンスで取り組んできたかということに触れます。
（シート12）これについては、連合の考え方のほとんどが今の改正法案の中に取り込まれていると
思っています。連合としては、2006年から学識経験者を招くなど検討会を12回にわたって派遣法の
改正法案について検討してきております。実は第１回目検討会の講師は後でご報告いただく濱口先
生にやっていただきまして、派遣の問題についてずっと検討してきました。その中でまとめた内容
が資料の内容で、派遣を含めて雇用の原則をまとめています。
　雇用について申し上げますと、連合が考える雇用の基本原則は、期間の定めのない直接雇用が大
原則だと考えています。（シート13）ただ当面、これをどうするかということについては、あるべ
き姿と当面の対応を分けていますが、あるべき姿はやはり1985年に派遣法の制度、法ができたとき
のポジティブリスト方式に戻すべきだと思っていますし、より安定した雇用である常用型にするべ
きだというのが連合の考え方です。ですから、一般業務、自由化業務については登録派遣を禁止す
るという方向で取り組みを進めてきたわけです。今回の改正法案に盛り込まれた直接雇用みなし制
度の創設についても、連合の方針として盛り込まれていた内容です。
　あと、派遣先の責任強化の問題は後で触れます。（シート14）これは法改正の中に盛り込まれて
いない内容ですが残された重要な課題です。
　それと今回の派遣法の改正法案の内容ですが、これは資料をお配りしていますので割愛します。
（シート15）
　それでは、2010年の改正法案の項目の中で、連合としてとらえています重要項目についてお話し
したいと思います。（シート16）実は長い25年にわたる派遣法の歴史の中で規制緩和、規制緩和で
来た派遣法が、今回の改正法で初めて労働者保護という観点から、改正項目にこれを取り込んだこ
とが、大きな歴史だと思っています。まさしく歴史の転換を今回この法改正の中でやる、こういう
位置づけで我々はとらえています。
　ポイントは幾つかありますが、まず、登録型派遣を禁止するという問題です。登録型は非常に雇
用が不安定です。派遣法はもともと自己の雇用する労働者を他人のために使用させるという構造で
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すが、登録型においては、「自己の雇用する」というのが本当に成立するのかといことが、根本的
な問題としてあります。もともとエントリーをしておいて、その時点で派遣会社が雇用するのでは
なくて、求人企業とのマッチングができればそこで初めて派遣会社との雇用契約が成立するわけで
すから、この辺も含めて登録型は雇用が非常に不安定と私どもは考えています。登録型の原則禁止
については例外規定を幾つか入れていますが、この例外規定以外は登録型派遣は禁止したいと思っ
ています。
　なお常用型の定義については、これも大きな論点になりましたが、我々労使関係をやっています
人間からいいますと、普通、常用型といいますと「期間の定めのない雇用」と考えますが、この派
遣法の場合は、それも含みますが、いわゆる有期雇用契約もこの中に含まれていまして、1年以上
の雇用見込みもこれに含まれます。これも実は論点の一つになっていまして、今回法改正の中では
取り上げることができませんでしたが、常用定義も今後の課題としては考えています。この辺は島
田先生の話にありましたように、有期労働契約の問題として、今後、有期労働契約の法制化につい
て論議をしないといけない大きなテーマだと思っています。
　次に、製造業務派遣の原則禁止です。これも常用雇用の派遣は、禁止の例外事項として置くとい
うことです。
　そして、もう一つ大きなものは違法派遣における直接雇用の促進という問題です。（シート17）
これも現在法制化されていないものですから、裁判で争いになったときに司法判断がかなり揺れて
いますので、これはきちんと立法的措置を行い司法判断に決着をつけるということ。
　直接雇用のみなし制度は、日本で初めて入れるわけですが、非常に大きな意義があると思ってい
ます。この改正法でいう違法派遣の場合とは、基本的にここに書いてあります五つの限定列挙です
が、この違反行為をやったときに、派遣先に対して雇用を義務づけるということです。この義務づ
けの仕方も幾つかありますが、今回選んだ方式は、申し込みみなしという方法を選択しています。
もともとこれは、東洋大学の鎌田先生を主査にする厚労省の派遣法研究会報告があって、その中で
直接雇用みなしをやる場合にはこんな方法があるという幾つか例示をいただいていましたが、その
中の一つで、申し込みみなしというやり方を採択しました。
　改正法の検討当初は野党三党法案をベースに、もともとは労働契約が直接移転するみなし制度を
考えていましたが、申し込んだものとみなすということに変更しまして、その契約申し込みを受諾
をするかしないかは労働者として選択できる余地を残したということです。また、この違法派遣の
雇用申し込みみなしは、派遣先が違法状態であることを知らないということを前提につくってあり
ますが、ただ立証責任の問題もありますので、改正法案の条文に書いてありますように、知らなかっ
たことについて過失がなかったことを派遣先が立証するという、まさしく挙証責任の転換をここに
入れ込んでいます。また、申し込みみなしですので、申し込みの承諾期間ないし承諾するまでの撤
回がありますので、派遣先からの申し込み撤回も承諾期間もそれぞれ1年以内にするということで、
制度の安定を図る規定を入れてあります。
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　そのほかにも、日雇い派遣の禁止、均衡考慮義務規定の創設も重要だと思っています。
　この法案のもとになります法案要綱骨子をまとめるときに、実は労働側、使用者側それぞれ報告
書に意見をつけています。（シート18）今回、使用者側はたくさん意見をつけていまして、登録派遣、
製造派遣、違法派遣の直接雇用みなし、それぞれ反対だという意見をつけられていますが、労働側
としましてはこの法案要綱の中でバサッと落ちた課題がありまして、これについて今後も継続して
取り組まなければいけないと思っています。
　それが資料に書いてある派遣先の責任の強化という問題、あとは通知事項の拡大、専門26業務の
問題です。（シート19）
　派遣先責任の強化については、幾つか書いてありますが、賃金や社会保険料が未払いの際に連帯
責任を課すという問題や、派遣先による定期健康診断の代行、年休・育休取得の際の不利益取扱禁
止などの問題があります。実際は、年休をとると、特に登録型の方ですとメンバーをチェンジされ
てしまうということがあって、労働者が持っている正当な権利をなかなか行使できないという問題
がありますので、こんなところの不利益の防止をすることも重要です。
　それと派遣先責任の強化の中で一番大きなポイントは、やはり派遣労働者が所属する労働組合と
派遣先との団体交渉応諾義務を法制化するという問題です。これは先ほど島田先生のご報告の中に
もありましたように、これも今都道府県労働委員会で紛争が多く、これは立法的な対応ができてな
いものですから労働委員会（その取消の行政訴訟）での判断が非常に分かれていまして、これを立
法的にきちんと対応させてしまいたいと思ったのです。残念ながら、これらの派遣先の責任強化は
報告書からはばさっと落ちました。
　それと通知事項の拡大についても、派遣元から派遣先、あるいは派遣元から派遣労働者に対する
通知事項の拡大についても落ちていますので、これも課題です。
　それと専門26業務ですが、これは業務で派遣の規制をかけるということ自体についても論議をし
ないといけませんが、ただ今の規制の枠組みでいきますと、専門業務26は政令指定業務になってい
ますが、これについてやはり今日的に本当に高度な専門業務かということについての見直しが必要
だと思っています。
　業界を通じた派遣業界の健全化という問題についても触れておきたいと思っています。（シート
20）人材派遣の業界団体については先ほどご紹介しましたように、日本人材派遣協会という、いわ
ゆる事務派遣を中心とする業界団体と、日本生産技能労務協会という製造業務派遣を中心とする業
界団体がありまして、今年初めてになりますが、この二つの団体とは連合は定期的な協議の場を持
つことにしました。その中で共同宣言を取りまとめまして、それぞれの団体が取り組む内容につい
て共同での取り組みを確認しています。
　それぞれの団体が取り組む内容のうちの労働組合が取り組む内容としては、派遣労働者を受け入
れたときに、派遣先の労働組合のほうできちんと労使協議をするということ、それと派遣労働者の
賃金が一体幾らなのか、派遣先の労働組合はきちんとそれを承知して、その賃金が本当に適正な賃
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金なのかどうかをきちんと労使協議すること、こういった問題にきちんと取り組もうということを、
連合としても共同宣言の中でまとめています。
　また、共同の取り組みとして書いてありますが、これは派遣会社の新規許可を受ける際の資産要
件の検討という問題です。この業界は参入障壁が非常に低くて、一定の資産要件.、すなわち、要
件適合の事務所スペースと一定の資産、電話と労働者の名簿があればすぐに起業が可能な業界で、
資産をあまり持たなくても、例えば、一事業者当たり基準資産2000万円とか、現預金1500万円とか
の基準はありますが、一定の要件さえ満たせばすぐに事業が始められるという業界で、どんどん
ニューカマーが来るわけです。そのニューカマーが新規の顧客食い込みの過程で実は違反を起こす
可能性が高くて、この辺の参入障壁について、常用派遣の特定派遣会社についても、届出ではなく
て許可要件にするとか、要件のあり方についても検討する必要があると考えているところです。
　派遣労働者の労働組合の組織化も申し上げておきたいと思います。（シート21）派遣労働者の方々
も、労働組合という集団的労使関係のカバーの中に入っていただきたいと思っていまして、連合も
日夜努力をしています。派遣労働者の方々は、派遣先との間接雇用、派遣元、派遣先との三角関係
の雇用関係にありますので、非常に組合つくりが難しいわけですが、今二つのタイプで取り組みが
進められていると思っています。
　ひとつは先ほどご紹介したＵＩゼンセン同盟の中に、人材サービスゼネラルユニオンという派遣
会社の労働者を組織する労働組合組織がありますが、これがＡタイプです。基本的には企業を横断
する形で一般労組という形で組合員化をされていると思います。もちろんある企業でたくさん組織
化されると、その中でユニオンショップが協定されることになりますが、基本的にはいくつもの企
業をまたぐ形で労働組合を構成しているタイプです。それともう一つのタイプは、企業内組合をつ
くっていくということで、派遣会社ごとに、派遣元に労働組合をつくっていくタイプです。この二
つの取り組みを今我々は進めているところです。
　最後にまとめです。幾つかありますが、2008年の派遣法の改正法案は廃案になっていますし、
2010年の改正法案も今、継続審議で国会にかかっていますが、派遣法は2003年に製造業務派遣が解
禁されてから派遣法の改正がされていないわけで、2003年以降、世の中に起こっている問題にやは
りきちんと対応できる改正法案を国会の場で論議して、きちんとした立法的な対応をとることは国
会、立法府の責任だと思います。早く派遣法について審議を始めて、与野党できちんとした論議を
して、法案を成立させていただきたいと思っています。
　それと、申し上げたように2010年の改正法案で残された課題が幾つがありますので、これらにつ
いても改正に取り組んでいきたいと思っています。
　日本の社会は、就業者のうち8割を超える人が雇用関係で働く労働者、まさしく雇用社会である
と思っています。その雇用の質の安定と向上が日本社会の安定、発展につながると考えていますの
で、特に有期雇用、これは派遣ですと登録型がまさしくそれですが、有期雇用の問題についてやは
り大きな課題として次に捉えなければいけないと思っています。これについてはこの夏に厚生労働
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省のほうでも研究会の報告がまとまりましたが、早い段階で、連合としても有期労働契約の規制の
法制化に向けて取り組みを進めていきたいと思っています。
　それともう一つ、日本の場合は基本法と呼ばれる法律が約40本ありますが、雇用社会日本の中で、
雇用に関する基本法は実はありません。就業者の8割を雇用労働者が占めるのに、雇用に関する基
本的な国のスタンスについて明記されたものがありません。もちろんそれぞれの個別の労働法制は
整備されていますが、やはり日本として雇用に対してどういう理念を持つのかということを、国の
姿勢をきちんと示す、そういった意味で雇用基本法と言われるような法律を制定すべきではないか、
こういった面も取り組みを進めていきたいと思っています。
　非常に早口でたくさんの内容をご紹介しましたが、以上で連合としての考え方をご紹介させてい
ただきました。どうもご清聴ありがとうございました。
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䈪䈱⸃㓹䉕ㅢ๔䈘䉏䈢䋨ᄾ⚂ᦼ㑆䈱ḩੌ䈲4᦬ᧃ䋩䇯ᄾ⚂ᦼ㑆ㅜਛ䈱⸃㓹䈲⹺䉄䉌䉏䉎䈱
䈎䇯ᵷ㆜ర䈱ኰ䈮૑䉖䈪䈇䉎䈏⸃㓹䈎䉌⋧ᒰᦼ㑆ᓟ䈮ㅌኰ䈚䈭䈒䈩䈲䈭䉌䈭䈇䇯䋨ᵷ㆜䊶
↵ᕈ䊶50ઍ䊶᧲ᶏ࿾ᣇ䋩
䇼⋧⺣੐଀㽳䇽2008ᐕ12᦬ਛᣨ䈎䉌1ᣣ8ᤨ㑆䇮ㅳ6ᣣ䈱ᵷ㆜䈪ൕോ䇯1᦬ਅᣨ䈮ᵷ㆜వ
䈎䉌䇸ᬺ❣ᖡൻ䈱䈢䉄᣿ᣣ䈎䉌᧪䈭䈒䈩䉋䈇䇹䈫⸒䉒䉏䈢䇯ᵷ㆜ర䈮໧䈇䈅䉒䈞䈢䈏ᬺ❣
ᖡൻ䈱䈢䉄䈚䉊䈉䈏䈭䈇䇯ᄾ⚂ㅜਛ⸃⚂䊶⸃㓹䈫⸒䉒䉏䈢䇯ᰴ䈱ᵷ㆜వ⚫੺䈲䇸᥊᳇䈏ᖡ
䈇䈱䈪⚫੺䈪䈐䈭䈇䇹䈫ᢿ䉌䉏䈢䇯䋨ᵷ㆜␠ຬ䊶↵ᕈ䊶40ઍ䋩
䋼ㅪว䈭䉖䈪䉅ഭ௛⋧⺣䉻䉟䊟䊦䉋䉍䋾
㶎ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱ჿ㶎
䇸⚻ᷣ⊛䈮቟ᔃ䈭⠧ᓟ↢ᵴ䉕ᜬ䈩䈭䈇䇹䇮䇸↢ᵴ⾌䉕䉁䈎䈭䈉෼౉䉕ᓧ䉌䉏䈭䈇䇹
䇸ᵷ㆜䈱䈢䉄␠ળ䈮⹺䉄䈩䉅䉌䈋䈭䈇䇹
䇸⚻㛎䉇⢻ജ䈮ᔕ䈛䈩ᤨ⛎䉕䉝䉾䊒䈚䈩䈾䈚䈇䇹䇮䇸ㅢൕ੤ㅢ⾌䉕ᡰ⛎䈚䈩䈾䈚䈇䇹
䋼䌕䌉䉷䊮䉶䊮ห⋖䉝䊮䉬䊷䊃╬䉋䉍䋾
䇼⋧⺣੐଀䇽䋨⊓㍳ဳᵷ㆜ ᱜ␠ຬ⊓↪Ꮧᦸ 30ઍ䊶↵ᕈ䋩
3ᐕએ਄௛䈇䈩䈾䈚䈇䈫⸒䉒䉏䈩౉␠䇯ൕ⛯4ᐕ䈮䈭䉎䈏䇮3䊱᦬ᦝᣂ䈱䉁䉁䈪䇮㓹↪䈏ਇ
቟䇯ຠ⾰▤ℂ䈱઀੐䈪䇮⥃ᤨ⊛䈭઀੐䈪䈲䈭䈇䈱䈪䇮ᦼ㑆䈱ቯ䉄䈱䈭䈇ᱜ␠ຬ䈮䈚䈩䈾
䈚䈇䇯㕖ᱜⷙ䈱䉁䉁䈪䈲䇮⛎ᢱ䈲਄䈏䉌䈭䈇䈚䇮䊗䊷䊅䉴䉅಴䈭䈇䇯⚿ᇕ䉅䈪䈐䈭䈇䇯
䋼ో࿖䊡䊆䉥䊮 䇸ᵷ㆜䊶னⵝ⺧⽶䊖䉾䊃䊤䉟䊮䇹䉋䉍䋾
6
2008ᐕ⑺ญએ㒠䈱ᵷ㆜ಾ䉍䈱ታᘒ
಴ᚲ䋺ෘഭ⋭ഭ᡽ክഭ௛ജ㔛⛎೙ᐲㇱળ⾗ᢱ
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7ᄢᚻᵷ㆜ળ␠䈪䉅ᬺോᡷༀ๮઎
಴ᚲ䋺ෘഭ⋭HP䇸ੱ᧚䉰䊷䊎䉴✚ว䉰䉟䊃 䇹
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
᧲੩ഭ௛ዪ 㧭㧰␠
Ԙ⠡⸶ᬺോࠍ߶ߣࠎߤⴕߞߡ޿ߥ߆ߞߚߦ߽߆߆ࠊࠄߕޟภㅢ⸶ޔ⠡⸶ޔㅦ⸥ޠ
ԙኾ㐷⊛⍮⼂╬ࠍⷐߐߥ޿ᬺോࠍኾࠄⴕߞߡ޿ߚߦ߽߆߆ࠊࠄߕޟภ⎇ⓥ㐿⊒ޠ
Ԛ൮ⵝ೨ᓟߩ⵾ຠߩᬌᩏᬺോޔᄖⷰᬌᩏ╬ߩᬺോࠍޟภ੐ോ↪ᯏེᠲ૞ޠ
ԛⓨኅߩୃ❲ᔅⷐ▎ᚲߩ⃻࿾⏕⹺෸߮ୃ❲ᜰ␜╬ߩᬺോࠍᒰೋޟภ⺞ᩏޠߘߩᓟޟภ੐ോ↪
ᯏེᠲ૞ޠ
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
ᄢ㒋ഭ௛ዪ 㧲㨃␠
Ԙቯ߼ࠄࠇߚ੐㗄ࠍᵷ㆜ᄾ⚂✦⚿ᤨߦᦠ㕙ߦ⸥タߖߕޔᵷ㆜ഭ௛⠪ߦㆡᱜߦ᣿␜ߖߕ
ԙஜᐽ଻㒾ޔෘ↢ᐕ㊄଻㒾෸߮㓹↪଻㒾ߦᧂട౉ߩᵷ㆜ഭ௛⠪ߩౕ૕⊛ߥℂ↱ࠍᵷ㆜వߦㅢ⍮
ߖߕ
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
᧲੩ഭ௛ዪ 㨃㧹␠
Ԙታ㓙ߦߪ੍ቯ߇ߥ޿ߩߦޔ⚫੺੍ቯᵷ㆜ߢ޽ࠆߣ⒓ߒߡ⑌ᱛߐࠇߡ޿ࠆක≮㑐ଥߩᬺോ߳ᵷ㆜
ԙ੐ᬺᚲᣂ⸳ߩዯ಴ࠍⴕࠊߥ޿߹߹ޔഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺࠍⴕߞߡ޿ߚߎߣ
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
᧲੩ഭ௛ዪ 㧴㧾␠
⥄↱ൻᬺോߢ޽ࠆ㊄Ⲣߦଥࠆ⓹ญᬺോ╬ࠍޔภᬺോ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕෶ߪภᬺോ㧔ࡈࠔࠗ࡝
ࡦࠣ㧕ߣ⒓ߒߡᵷ㆜
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
᧲੩ഭ௛ዪ 㧿㧿␠
Ԙ᧪ቴ⠪ߩฃઃ෸߮᩺ౝޔ⊓㍳ࠞ࡯࠼ߩ⊒ⴕޔ⸥ᔨຠߩ㈩ઃ╬ߩᬺോࠍภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕
ԙ࿷ᐶ࠴ࠚ࠶ࠢޔ⵾ຠ㈩㆐ߩ࠻࡜࠶ࠢฃઃ╬ߩᬺോࠍภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕
Ԛࡄ࠰ࠦࡦߩ࠻࡜ࡉ࡞ኻᔕ╬ߩ଻቞ᬺോ╬ࠍภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕෸߮ภ㧔1#ࠗࡦࠬ࠻࡜ࠢ
࡚ࠪࡦ㧕
ԛᄾ⚂⠪╬߆ࠄߩ㔚⹤ߢߩ໧޿วࠊߖ߳ߩኻᔕޔ㌁ⴕ╬ߢߩ౉㊄ᔕኻޔᢥౕ㘃ߩ⊒ᵈޔㇷଢ‛࡮
ቛ㈩‛ߩ㈩ઃ࡮⊒ㅍޔᵷ㆜వߩ␠ຬ߆ࠄߩ㗬߹ࠇߏߣ╬ߩᐼോ㑐ଥߩᬺോࠍภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ
૞㧕
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
᧲੩ഭ௛ዪ 㨀㧷␠ ᷼ߩ߰㗡ߦ޽ࠆୖᐶߦ߅޿ߡ⑌ᱛߐࠇߡ޿ࠆ᷼ḧㆇㅍᬺോߦᵷ㆜
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
ᄢ㒋ഭ௛ዪ 㧷㧴␠
಴ะߣ⒓ߒߡᵷ㆜ర੐ᬺਥએᄖߩഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺࠍⴕ߁੐ᬺਥ߆ࠄഭ௛⠪ᵷ㆜ߩᓎോߩឭଏࠍฃ
ߌࠆߣߣ߽ߦޔߎߩᵷ㆜ഭ௛⠪ߦߟ޿ߡޔ಴ะߣ⒓ߒߡଏ⛎వ#ߦኻߔࠆഭ௛⠪ଏ⛎੐ᬺࠍⴕ
޿ޔଏ⛎వ#ࠍ⚻↱ߒߡޔଏ⛎వ$ߩᜰើ๮઎ߩਅߢࠛ႐ౝߩ⸘ⵝ⸳஻ߩ଻ోᬺോߦᓥ੐ߐߖߚߎ
ߣޕ
ᐔᚑᐕ᦬ᣣ
␹ᄹᎹഭ௛ዪ 㧹㧶␠
Ԙภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕ޔภ㧔ࡈࠔࠗ࡝ࡦࠣ㧕ߣ⒓ߒߟߟޔ੐ോ↪ᯏེᠲ૞ߩ߶߆ޔᣏ೛ߩᚻ
㈩ޔᣏ⾌ߩᷡ▚ޔ㓸㊄ޔઍ⴫㔚⹤ߩขᰴ߉ޔㇷଢ‛ߩ␠ຬ߳ߩ㈩Ꮣޔᵷ㆜వో૕ߩㇷଢ‛ߩขࠅ
߹ߣ߼෸߮ᛩವޔኾ㐷ᬺോߣ㑐ଥߩߥ޿ળ⼏ߩḰ஻࡮ ઃߌ╬ࠍᬺോౝኈߣߔࠆᵷ㆜
ԙภ㧔੐ോ↪ᯏེᠲ૞㧕ޔภ㧔ࡈࠔࠗ࡝ࡦࠣ㧕ߣ⒓ߒߟߟޔኾࠄ࡚ࠪ࡯࡞࡯ࡓߢߩធቴ࡮߅⨥
಴ߒޔ㔚⹤ᔕኻޔἺ੐႐ߩ ઃߌޔ᝹㒰㧔࠻ࠗ࡟ޔ༛ᾍࠬࡍ࡯ࠬޔࠠ࠶࠭ࠦ࡯࠽࡯╬㧕ޔᵞữޔ
ࠞ࠲ࡠࠣ࡮㘶ߺ‛ߩ⊒ᵈ╬ࠍᬺോౝኈߣߔࠆᵷ㆜
ㇺ㆏ᐭ⋵ഭ௛ዪ㐳ߦࠃࠆᬺോᡷༀ๮઎㧔ᐕએ㒠ߢ⾗ᧄ㊄㧝ం౞એ਄߹ߚߪᄁ਄ం౞એ਄㧕
8
ᐕ㦂೎䈱⾓㊄䉦䊷䊑䋨ᤨ⛎䊔䊷䉴䋩
಴ᚲ䋺ෘഭ⋭䇸㓹↪᡽╷⎇ⓥળႎ๔䇹䋨2010ᐕ䋩
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9㕖ᱜⷙ㓹↪Ⴧട䈱␠ળ⊛ᓇ㗀
಴ᚲ䋺ෘഭ⋭䇸㓹↪᡽╷⎇ⓥળႎ๔䇹䋨2010ᐕ䋩
10
⥄౏᡽ᮭ䈮䉋䉎ⷙ೙✭๺䈱ᱧผ
䇸੐೨ⷙ೙ဳ䈎䉌੐ᓟ䉼䉢䉾䉪ဳ䈻䇹䈫䈇䈉䉴䊨䊷䉧䊮䈱ਅ䈪
ⷙ೙✭๺䈱ㅴዷ
᡽ᮭ ੤ઍᤨᦼ ౝ㑑 ⷙ೙ᡷ㕟㑐ଥ㩷㑑⼏᳿ቯ
㪈㪐㪐㪏ᐕ㪎᦬ ዊᷨౝ㑑 ⴕ᡽ᡷ㕟ផㅴᧄㇱ㪄ⷙ೙ᡷ㕟ᆔຬળ
㪉㪇㪇㪇ᐕ㪋᦬ ᫪ౝ㑑 ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䋳䈎ᐕ⸘↹䋨㪉㪇㪇㪈ᐕ㪊᦬㪊㪇ᣣ㑑⼏᳿ቯ䋩㩷㩷㩷㩷᳃༡⡯ᬺ⚫੺੐ᬺ䇮ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ䇮౞Ṗ䈭ഭ௛⒖േ䈱ⷙ೙✭๺
㪉㪇㪇㪈ᐕ㪋᦬ ዊᴰౝ㑑
ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䋳䈎ᐕ⸘↹䋨ᡷቯ䋩㩷䋨㪉㪇㪇㪉ᐕ䋳᦬㪉㪐ᣣ㑑⼏᳿ቯ䋩
㩷㩷㩷㩷㩷䊶ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱᜛ᄢ䇮䊶᦭ᦼഭ௛ᄾ⚂䈱᜛ᄢ䇮䊶ⵙ㊂ഭ௛೙䈱᜛ᄢ䇮
㩷㩷㩷㩷㩷䊶ഭ௛ၮḰᴺ䈱ᡷᱜ
ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䋳䈎ᐕ⸘↹䋨ౣᡷቯ䋩䋨㪉㪇㪇㪊ᐕ䋳᦬㪉㪏ᣣ㑑⼏᳿ቯ䋩
㩷㩷㩷㩷㩷䊶੐ᓟ䉼䉢䉾䉪ᯏ⢻䈱ᒝൻ
ⷙ೙ᡷ㕟䊶᳃㑆㐿᡼ផㅴ䋳䈎ᐕ⸘↹䋨ౣᡷቯ䋩䋨㪉㪇㪇㪍ᐕ㪊᦬㪊㪈ᣣ㑑⼏᳿ቯ䋩
㩷㩷㩷㩷㩷䊶⸃㓹⚗੎䈱ᢇᷣᚻᲑ䈫䈚䈩䈱䇸㊄㌛⾩ఘᣇᑼ䈱ዉ౉䇹䇮
㪉㪇㪇㪍ᐕ㪐᦬ ቟୚ౝ㑑 ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䈱䈢䉄䈱䋳䈎ᐕ⸘↹㩷㩷㩿㪉㪇㪇㪎ᐕ㪍᦬㪉㪉ᣣ㑑⼏᳿ቯ㪀㩷㩷㩷㩷䊶ഭ௛ᄾ⚂ᴺ೙䈱ᢛ஻
㪉㪇㪇㪎ᐕ㪐᦬ ⑔↰ౝ㑑 ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䈱䈢䉄䈱䋳䈎ᐕ⸘↹㩿ᡷቯ㪀㩷㩷㩷㩷㩷㩷㩿㪉㪇㪇㪏ᐕ㪊᦬㪉㪌ᣣ㑑⼏᳿ቯ㪀㩷㩷㩷㩷䊶ഭ௛᡽╷䈱┙᩺䈮䈧䈇䈩䋨⚵❱ൻ䈘䉏䈩䈇䈭䈇ഭ௛⠪䉇૶↪⠪䈱⷗⸃ᛠី䋩
㪉㪇㪇㪏ᐕ㪐᦬ 㤗↢ౝ㑑 ⷙ೙ᡷ㕟ផㅴ䈱䈢䉄䈱䋳䈎ᐕ⸘↹㩿ౣᡷቯ㪀㩷㩷㩷㩿㪉㪇㪇㪐ᐕ㪊᦬㪊㪈ᣣ㑑⼏᳿ቯ㪀㩷㩷㩷㩷䊶⸃㓹ⷙ೙䈮䈎䈎䉎ታ⸽⎇ⓥ䈱ታᣉ䇮䊶ᦨૐ⾓㊄೙ᐲ䈱ലᨐᬌ⸽䈱ታᣉ
᳃ਥౄ
ਛᔃ䈱
ㅪ┙᡽ᮭ
㪉㪇㪇㪐ᐕ㪐᦬ 㡀ጊౝ㑑⩲㩷㩷ౝ㑑
㓹↪଻㒾ᴺ䈱ㆡ↪᜛ᄢ䈮ะ䈔䈢ᴺ᩺䈱࿖ળឭ಴䋨㪉㪇㪈㪇ᐕ㪈᦬䋩
ⷙ೙✭๺䈎䉌ഭ௛⠪଻⼔䇮ⷙ೙ᒝൻ䈮ะ䈔䈢ഭ௛⠪ᵷ㆜ᴺᡷᱜ䋨⛮⛯ክ⼏䋩
⥄᳃ౄ䊶
౏᣿ౄ
ㅪ┙᡽ᮭ
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11
ഭ௛⠪ᵷ㆜ᴺ䈱ਥ䈭ᡷᱜ䈱ᄌㆫ
1986ᐕ 7᦬ ഭ௛⠪ᵷ㆜ᴺᣉⴕ䋨13ᬺോ䈮㒢ቯ䈚䈩ഭ௛⠪ᵷ㆜⸃⑌䋩
1986ᐕ10᦬ ᡽઎ᡷᱜ䋺ኻ⽎ᬺോ䈏16ᬺോ䈮᜛ᄢ䋨䊘䉳䊁䉞䊑䊥䉴䊃ᣇᑼ䋩
1996ᐕ12᦬ ኻ⽎ᬺോ䈏26ᬺോ䈮᜛ᄢ䋨䊘䉳䊁䉞䊑䊥䉴䊃ᣇᑼ䋩
1999ᐕ12᦬ 䊶᷼ḧㆇㅍ䊶ᑪ▽䊶⼊஻䊶ක≮䈍䉋䈶⵾ㅧᬺോ䉕㒰䈐䇮᡽઎26ᬺോએ
ᄖ䈱৻⥸ᬺോ䈮䉅ㆡ↪᜛ᄢ䋨䊈䉧䊁䉞䊑䊥䉴䊃ൻ䋩
䊶᡽઎26ᬺോ䈮䈧䈇䈩䈲༡ᬺ䇮⽼ᄁ⡯䋨1ᐕ䋩䉕㒰䈇䈩ᦨ㐳3ᐕ䈮䇯
䊶৻⥸ᬺോ䈱ᵷ㆜ᦼ㒢䈲1ᐕ䇯
2000ᐕ12᦬ ⚫੺੍ቯᵷ㆜⸃⑌䋨੐೨㕙ធ䉇੐೨䈱ጁᱧᦠㅍઃ╬䈲⑌ᱛ䋩
2003ᐕ 6᦬ᡷᱜ 䋨2004ᐕ3᦬1ᣣᣉⴕ䋩
䊶ᵷ㆜ᦼ㑆೙㒢䈱✭๺䋨26ᬺോ䈮䈧䈇䈩䈲ᦼ㒢䈭䈚䇯৻⥸ᬺോ䈲ᦨ
㐳3ᐕ䈮ᑧ㐳น⢻䈮䇯䋩
䊶‛䈱⵾ㅧᬺോ䈻䈱ᵷ㆜⸃⑌䋨 2007ᐕ2᦬ᧃ䉁䈪䈲1ᐕ䇯એ㒠䈲ᵷ
㆜వㆊඨᢙഭ⚵䈱ᗧ⷗⡬ⴐ䉕ઃ଻䈚䈩ᦨ㐳3ᐕ䈮䋩
䊶ᵷ㆜ᦼ㒢એ㒠䈲ᵷ㆜ഭ௛⠪䈻䈱⋥ធ㓹↪䈱↳ㄟ䉂⟵ോ
䊶⚫੺੍ቯᵷ㆜䈪䈱੐೨㕙ធ䉇੐೨䈱ጁᱧᦠㅍઃ䈱⸃⑌
䊶ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱቟ోⴡ↢⏕଻䋨⵾ㅧ䈱ᵷ㆜వ䈮ᵷ㆜ഭ௛⠪100ੱᒰ
䈢䉍1ฬએ਄䈱ኾ㐷䈱ᵷ㆜వ⽿છ⠪䈱㈩⟎䋩
2008ᐕ11᦬ ᵷ㆜ᴺᡷᱜᴺ᩺䋨2008ᐕ㑑ᴺ䋩࿖ળ䈮ឭ಴䋨2009ᐕ7᦬ᑄ᩺䋩
2009ᐕ6᦬ ᳃ਥ䇮␠᳃䇮࿖᳃ᣂ㊁ౄ3ౄ䈮䉋䉎ᡷᱜᴺ᩺౒หឭ᩺䋨7᦬ᑄ᩺䋩
12
ㅪว䇸ഭ௛⠪ᵷ㆜䊶⺧⽶໧㗴ᬌ⸛ળ䇹䈪䈱
ᬌ⸛䋨2006ᐕ11᦬䌾2007ᐕ䋸᦬䋩
16䈱᭴ᚑ⚵❱䋨↥೎䋩ᆔຬ䈪᭴ᚑ䈚ᵷ㆜䊶⺧⽶໧㗴䈮䈧䈇䈩12࿁䈮䉒䈢䈦䈩ᬌ⸛䇯
ቇ⠪䇮ᑯ⼔჻䈎䉌䈱䊍䊟䊥䊮䉫䋨╙1࿁⋡⻠Ꮷ䈲ựญ᩵৻㇢᳁䋩
䋼ㅪวᬌ⸛ળ䈪䈱⺰ὐ䋾
䋱䋮ഭ௛⠪ᵷ㆜䈱⃻⁁䈫໧㗴ὐ
䋲䋮ഭ௛⠪ᵷ㆜೙ᐲ⷗⋥䈚䈱ᣇะ
(1)ഭ௛⠪ᵷ㆜೙ᐲ䈱૏⟎䈨䈔䊶ၮᧄේೣ
(2)ဋ╬ᓙㆄ
(3)ഭ௛⠪ᵷ㆜䈱ኻ⽎ᬺോ䈫ᦼ㑆೙㒢䈮䈧䈇䈩
(4)㓹↪↳䈚ㄟ䉂⟵ോ
(5)੐೨㕙ធ
(6)ᵷ㆜వ⽿છ䈱ᒝൻ
(7)ᣣ㓹䈇ᵷ㆜(䉴䊘䉾䊃ᵷ㆜)䈮ኻ䈜䉎ⷙ೙
(8)ഭ௛⠪ᵷ㆜䈮䈍䈔䉎ഭ૶㑐ଥ
(9) 䈠䈱䈾䈎
䂾䇸ኾ䉌ᵷ㆜䇹䈱ቯ⟵䈱᣿⏕ൻ䈮䈧䈇䈩䇯
䂾䊙䊷䉳䊮ⷙ೙䈱䈅䉍ᣇ䈮䈧䈇䈩䇯
䂾ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ䈱⸵นⷐઙ䈮䈧䈇䈩䇯
䂾ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ䈮ኻ䈜䉎⋙〈䈍䉋䈶੐ᓟ䉼䉢䉾䉪䈱ᒝൻ䈮䈧䈇䈩䇯
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13
ഭ௛⠪ᵷ㆜ᴺ⷗⋥䈚䈮㑐䈜䉎ㅪว䈱⠨䈋ᣇ㽲
2007ᐕ9᦬䈮ᯏ㑐⏕⹺
䇼㓹↪䈱ේೣ䇽
㓹↪䈱ၮᧄේೣ䈲ᦼ㑆䈱ቯ䉄䈱䈭䈇⋥ធ㓹↪䈪䈅䉎䈖䈫
䇼ౕ૕⊛䈭㗄⋡䇽
䋱䋮೙ᐲ䈱ᨒ⚵䉂
㩿㪈㪀㩷䈅䉎䈼䈐ᣇะ
䊶㪈㪐㪏㪌ᐕ䈱ഃ⸳ᒰᤨ䈱ኾ㐷⊛䈭ᬺോ䈮㒢ቯ䈚䈢
䊘䉳䊁䉞䊑䊥䉴䊃ᣇᑼ䈫䈜䉎䇯
䊶Ᏹ↪ဳᵷ㆜䉕ၮᧄ䈫䈚䈢೙ᐲ䈫䈜䉎䇯
㩿㪉㪀㩷ᒰ㕙䈱ኻᔕ
䊶৻⥸ᬺോ䈮䈧䈇䈩䈲䇮⊓㍳ဳᵷ㆜䉕⑌ᱛ䈜䉎䇯
䊶ኾ㐷㪉㪍ᬺോ䈮䈧䈇䈩䈲䇮੹ᣣ⊛䈮⷗䈩㜞ᐲ䈮ኾ㐷⊛䈭ᬺോ䈱ⷰὐ䈎䉌⷗⋥䈚䉕ⴕ䈉䇯
䊶৻⥸ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ㩿⊓㍳ဳᵷ㆜㪀䈱⸵นⷐઙ䈱෩ᩰൻ╬䉕ⴕ䈉䇯
䋲䋮ᦼ㑆೙㒢╬䋨ᵷ㆜น⢻ᦼ㑆䈱਄㒢䈲ᑧ㐳䈚䈭䈇䋩
䋳䋮⋥ធ㓹↪䉂䈭䈚ⷙቯ䈱ഃ⸳䋨⋥ធ㓹↪ᓟ䈲ᦼ㑆䈱ቯ䉄䈱䈭䈇㓹↪䈫䈜䉎䋩
14
ഭ௛⠪ᵷ㆜ᴺ⷗⋥䈚䈮㑐䈜䉎ㅪว䈱⠨䈋ᣇ㽳
2007ᐕ9᦬䈮ᯏ㑐⏕⹺
䋴䋮ᵷ㆜వ⽿છ䈱ᒝൻ䋨૶↪⠪⽿છ䈲ᵷ㆜వ䊶ᵷ㆜ర䈱㊀ⶄⷙቯ䈫䈜䉎䋩
䊶㽲ᤨ㑆ᄖഭ௛䈮㑐䈜䉎⽿છ䇮㽳ഭ௛቟ోⴡ↢▤ℂ⽿છ䇮㽴ഭ௛ἴኂ䈱⵬ఘ⽿છ╬䈮䈧
䈇䈩䇮ᵷ㆜వ䊶ᵷ㆜ర䈱㊀ⶄⷙቯ䈫䈜䉎䇯
䊶␠ળ䊶ഭ௛଻㒾䈱ട౉䈮䈧䈇䈩䈲䇮ᵷ㆜ర䈏ട౉䈘䈞䈩䈇䉎䈎ุ䈎䉕⏕⹺䈜䉎䈖䈫䉕ᵷ
㆜వ䈮⟵ോ䈨䈔䉎䈫䈫䉅䈮䇮ᵷ㆜ర䈏␠ળ଻㒾ᢱ䈱⚊ઃ⟵ോ䉕ᕃ䈦䈢႐ว䈮䈲ᵷ㆜వ䈏
⵬ల⽿છ䈫䈚䈩ㅪᏪௌോ䉕⽶䈉䇯ᵷ㆜రୟ↥ᤨ䈱ᧂᛄ䈇⾓㊄䈲ᵷ㆜వ䈏⾓㊄䈱┙䈩ᦧ䈋
ᛄ䈇䈜䉎䈖䈫䉕⟵ോ䈨䈔䉎䇯
䋵䋮ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱ဋ╬䊶ဋⴧᓙㆄ䋨቟ోⴡ↢▤ℂ䈲ᵷ㆜ర䊶ᵷ㆜వ䈱㊀ⶄⷙቯ䋩
㓹䈇౉䉏ᤨ䈱቟ోⴡ↢ᢎ⢒䉇කᏧ䈱㕙ធᜰዉ╬䈮䈧䈇䈩䇮ᵷ㆜వഭ௛⠪䈫ห᭽䈱ข䉍
ᛒ䈇䉕ᵷ㆜ర䊶ᵷ㆜వ䈱㊀ⶄⷙቯ䈫䈚䈩⟵ോ䈨䈔䇯䉁䈢䇮⾓㊄╬䈱ၮᧄ⊛ഭ௛᧦ઙ䈮䈧䈇
䈩䉅䇮ᵷ㆜వ䈮䈍䈔䉎ห৻⡯⒳䈱ㅢᏱ䈱ഭ௛⠪䈫䈱ဋ╬䊶ဋⴧᓙㆄ䉕䉄䈙䈚䇮ᵷ㆜ഭ௛⠪
䈱⾓㊄䉕฽䉄䈢ဋ╬ᓙㆄ䈱䈅䉍ᣇ䈮䈧䈇䈩䇮⻉ᄖ࿖䈱ᴺ೙ᐲ䉕ෳ⠨䈮䈚䈧䈧䇮ㅦ䉇䈎䈮
ᬌ⸛䈜䉎䇯
䋶䋮ᵷ㆜వ䈮䉋䉎․ቯⴕὑ䈱⑌ᱛ䋨㆑෻䈱႐ว䇮⋥ធ㓹↪䈱ណ↪䈫䉂䈭䈜䋩
䋷䋮ᣣ㓹䈇ᵷ㆜䈮ኻ䈜䉎ⷙ೙
䋸䋮ᵷ㆜వഭ௛⚵ว䈱㑐ਈ䈫ഭ૶㑐ଥ䋨ᵷ㆜వ䈱࿅૕੤ᷤᔕ⻌⟵ോ䉕᣿⏕ൻ䋩
䋹䋮੐ᓟ䉼䉢䉾䉪ᯏ⢻䈫⟏ೣ䈱ᒝൻ
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2010ᐕᡷᱜᴺ᩺䈱ᦨ㊀ⷐ㗄⋡㽲
䋱䋮⊓㍳ဳᵷ㆜䈱ේೣ⑌ᱛ䋨Ᏹ↪㓹↪એᄖ䈱ഭ௛⠪ᵷ㆜䉕⑌ᱛ䋩
એਅ䈱䉅䈱䈮䈧䈇䈩䈲䇮⑌ᱛ䈱଀ᄖ䈫䈜䉎
㽲ኾ㐷26ᬺോ 㽳↥೨↥ᓟભᬺ䊶⢒ఽભᬺ䊶੺⼔ભᬺขᓧ⠪䈱ઍᦧⷐຬᵷ㆜
㽴㜞㦂⠪ᵷ㆜ 㽵⚫੺੍ቯᵷ㆜
䊶ᣉⴕᣣ䋨౏Ꮣ䈱ᣣ䈎䉌3ᐕએౝ䈱᡽઎䈪ቯ䉄䉎ᣣ䋩䈎䉌ᦝ䈮2ᐕᓟ䉁䈪䈱㑆䇮ᒰ⹥ᬺ
ോ䈮ᓥ੐䈜䉎ഭ௛⠪䈱㓹↪䈱቟ቯ䉕࿑䉎䈢䉄䈮䈲ഭ௛⠪ᵷ㆜䈮䉋䉍Ᏹᤨ㓹↪䈜䉎ഭ
௛⠪䈪䈭䈇⠪䉕ᓥ੐䈘䈞䉎䈖䈫䈏䉇䉃䉕ᓧ䈭䈇䈫⹺䉄䉌䉏䉎ᬺോ䈫䈚䈩᡽઎䈪ቯ䉄䉎
ᬺോ䈻䈱ഭ௛⠪ᵷ㆜䈲ㆡ↪䉕₈੍䈜䉎䇯
䊶Ᏹ↪ဳ䈮䈧䈇䈩ᴺᓞ䈮ⷙቯ㹢䇸Ᏹᤨ㓹↪䈜䉎ഭ௛⠪䈪䈭䈇⠪䇹
䋲䋮⵾ㅧᬺോᵷ㆜䈱ේೣ⑌ᱛ䋨Ᏹ↪㓹↪䈱ഭ௛⠪ᵷ㆜䈲⑌ᱛ䈱଀ᄖ䋩
ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ䉕ⴕ䈦䈩䈲䈭䉌䈭䈇ᬺോ䈱ㅊട
‛䈱⵾ㅧ䈱ᬺോ䋨‛䈱ടᎿ䇮⚵┙䈩䈠䈱ઁ䈱‛䉕⵾ㅧ䈜䉎Ꮏ⒟䈮䈍䈔䉎૞ᬺ䈫䈚䈩᡽
઎䈪ቯ䉄䉎䉅䈱䈮ଥ䉎ᬺോ䉕䈇䈉䇯䋩 䋨䈠䈱Ᏹᤨ㓹↪䈜䉎ഭ௛⠪䉕ᬺ䈫䈚䈩ⴕ䈉ഭ௛⠪
ᵷ㆜䈮䉋䉍ᒰ⹥ᬺോ䈮ᓥ੐䈘䈞䉎႐ว䈮䈍䈔䉎ᒰ⹥ᬺോ䉕㒰䈒䇯䋩䉕ഭ௛⠪ᵷ㆜੐ᬺ
䉕ⴕ䈦䈩䈲䈭䉌䈭䈇ᬺോ䈮ㅊട䈜䉎䇯
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2010ᐕᡷᱜᴺ᩺䈱ᦨ㊀ⷐ㗄⋡㽳
䋳䋮㆑ᴺᵷ㆜䈱႐ว䈮䈍䈔䉎⋥ធ㓹↪䈱ଦㅴ
㆑ᴺᵷ㆜䈱႐ว䇮ᵷ㆜వ䈏䇮એਅ䈱㆑ᴺᵷ㆜䈮䈧䈇䈩㆑ᴺ䈪䈅䉎䈖䈫䉕⍮䉍䈭䈏䉌䋨ᵷ
㆜వ䈏ᰴ䈱䈇䈝䉏䈎䈱ⴕὑ䈮⹥ᒰ䈜䉎䈖䈫䉕⍮䉌䈝䇮䈎䈧䇮⍮䉌䈭䈎䈦䈢䈖䈫䈮䈧䈐ㆊ
ᄬ䈏䈭䈎䈦䈢䈫䈐䈲䈖䈱㒢䉍䈪䈭䈇䋩䇮ᵷ㆜ഭ௛⠪䉕ฃ䈔౉䉏䈩䈇䉎႐ว䈮䈲䇮㆑ᴺ䈭
⁁ᘒ䈏⊒↢䈚䈢ᤨὐ䈮䈍䈇䈩䇮ᵷ㆜వ䈏ᵷ㆜ഭ௛⠪䈮ኻ䈚䈩䇮ᒰ⹥ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱ᵷ㆜
ర䈮䈍䈔䉎ഭ௛᧦ઙ䈫ห৻䈱ഭ௛᧦ઙ䉕ౝኈ䈫䈜䉎ഭ௛ᄾ⚂䉕↳䈚ㄟ䉖䈣䉅䈱䈫䉂䈭
䈜䇯㆑ᴺⴕὑ⚳ੌᓟ1ᐕ㑆䈲↳ㄟ䉂䈱᠗࿁䈲䈪䈐䈭䈇䋨ഭ௛⠪䈱ᛚ⻌ᦼ㑆䉅1ᐕ㑆䋩䇯
㽲⑌ᱛᬺോ䈻䈱ᵷ㆜ฃ౉䉏
㽳ή⸵น䊶ήዯ䈱ᵷ㆜ర䈎䉌䈱ᵷ㆜ฃ౉䉏
㽴ᦼ㑆೙㒢䉕⿥䈋䈩䈱ᵷ㆜ฃ౉䉏
㽵䈇䉒䉉䉎னⵝ⺧⽶䈱႐ว
㽶Ᏹ↪㓹↪䈜䉎ഭ௛⠪䈪䈭䈇⠪䉕ᵷ㆜ഭ௛⠪䈫䈚䈩ฃ౉䉏
䊶ᵷ㆜ర䈲䇮ᵷ㆜వ䈎䉌᳞䉄䈏䈅䈦䈢႐ว䈲䇮ᵷ㆜వ䈮ኻ䈚ㅦ䉇䈎䈮䇮↳ㄟ䉂䉂䈭䈚ᤨ
䈮䈍䈔䉎ᒰ⹥ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱ഭ௛᧦ઙ䈱ౝኈ䉕ㅢ⍮䈚䈭䈔䉏䈳䈭䉌䈇䇯
䊶ෘ↢ഭ௛ᄢ⤿䈲䇮ᒰ⹥ᵷ㆜ഭ௛⠪䉕ዞഭ䈘䈞䉎䈼䈐ᣦ䈱൘๔䉕䈚䈢႐ว䈮䈍䈇䈩䇮䈠
䈱൘๔䉕ᵷ㆜వ䈏䈖䉏䈮ᓥ䉒䈭䈎䈦䈢䈫䈐䈲䇮䈠䈱ᣦ䉕౏⴫䈜䉎䈖䈫䈏䈪䈐䉎䇯
䋴䋮䈠䈱ઁ
䊶ᣣ㓹ᵷ㆜䊶ᵷ㆜ഭ௛⠪䈱㓹↪ᄾ⚂䈱ⷙ೙䋨ᣣ䇱෶䈲䋲䊱᦬એౝ䈱㓹↪⑌ᱛ䋩
䊶ဋⴧ⠨ᘦ⟵ോ䈱ⷙቯ䈱ഃ⸳
18
ഭ௛ജ㔛⛎೙ᐲㇱળႎ๔ ഭ૶䈱ઃᏪᗧ⷗
䇼ഭ௛⠪஥ᗧ⷗䇽
㽲ᵷ㆜వ⽿છ䈱ᒝൻ䉇ᵷ㆜వ䊶ᵷ㆜వഭ௛⚵ว䈻䈱ㅢ⍮੐㗄䈱᜛ᄢ䇮෸䈶․ቯഭ௛⠪
ᵷ㆜੐ᬺ䈱ዯ಴೙䈎䉌⸵น೙䈻䈱⒖ⴕ䈭䈬䈮䈧䈇䈩䉅䇮ㅦ䉇䈎䈮ᡷᱜᴺ᩺䈮⋓䉍ㄟ䉖䈪
䈇䈒䈼䈐䈪䈅䉎
㽳⊓㍳ဳᵷ㆜⑌ᱛ䈱଀ᄖ䈫䈘䉏䈩䈇䉎ኾ㐷26ᬺോ䈮䈧䈇䈩䇮⷗⋥䈚䈱ᬌ⸛䈏ᔅⷐ䈪䈅䉎
䇼૶↪⠪ᗧ⷗䇽
㽲⊓㍳ᵷ㆜䈱ේೣ⑌ᱛ䋺ᥳቯភ⟎䉕⻠䈝䉎႐ว䈮䇮⚻ᷣ⁁ᴫ䉇ഭ௛⠪䈱䊆䊷䉵䉅චಽ
⠨ᘦ䈮౉䉏䈢਄䈪䈠䈱▸࿐䉇ᦼ㑆䈱࿷䉍ᣇ䉕ᬌ⸛䈜䈼䈐䈖䈫䈮ട䈋䇮䈠䉅䈠䉅⊓㍳ဳᵷ
㆜䈲䇮⍴ᦼ䊶৻ᤨ⊛䈭㔛⛎⺞ᢛᯏ⢻䈫䈚䈩᦭ല䈮ᯏ⢻䈚䈩䈍䉍䇮䈖䉏䉕ේೣ䈫䈚䈩⑌ᱛ䈜
䉎䈖䈫䈲ഭ௛Ꮢ႐䈮ᷙੂ䉕䉅䈢䉌䈜䈖䈫䈎䉌䇮ᅷᒰ䈪䈲䈭䈇
㽳⵾ㅧᵷ㆜䈱ේೣ⑌ᱛ䋺⌀䈮໧㗴䈏䈅䉎ಽ㊁䉕⊛⏕䈮⷗ᭂ䉄䉎ᔅⷐ䈏䈅䉎䈫䈖䉐䇮⵾ㅧ
ᬺോో⥸䈻䈱ᵷ㆜䉕ේೣ⑌ᱛ䈜䉎䈖䈫䈲䇮࿖㓙┹੎䈏ỗൻ䈜䉎ਛ䈮䈅䈦䈩䇮↢↥᜚ὐ䈱
ᶏᄖ⒖ォ䉇ਛዊડᬺ䈱ฃᵈᯏળᷫዋ䉕᜗䈐䈎䈰䈝䇮ᭂ䉄䈩↟ᄢ䈭ᓇ㗀䈏䈅䉍䇮䉅䈱䈨䈒
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